
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年７月２日 

 

マレーシア タカフル事業 生命タカフル専業会社への移行について 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）は、 

マレーシアで当社が出資するホンレオンＭＳＩＧタカフル社（当社３５％出資）について、現地法改正に

ともなう生命タカフル（※）と損害タカフル（※）兼営の分離化に対応し、２０１８年７月１日付で生命 

タカフル事業を専業とすることに合意しました。損害タカフル事業については、現地監督当局の指導の下、

他の損害タカフル専業社への事業移転を行う予定です。 

なお、マレーシアにおける損害保険事業会社であるＭＳＩＧマレーシア社、当社出資先の生命保険会社 

ホンレオン・アシュアランス社（３０％出資）の事業展開や、当社とホンレオングループの戦略的提携に

変更はありません。 

当社は、今後もホンレオンＭＳＩＧタカフル社との更なるシナジーを追求して、積極的な事業展開を 

目指していきます。 
 

（※）タカフルとは、金利や投機等を禁ずるイスラム法（シャリア）に則った相互扶助を趣旨とした、イスラム圏における 

保険制度です。 

 

ホンレオンＭＳＩＧタカフル社の概要 

（※）出資時期２０１１年４月、出資金額：３５百万リンギット（約９億円）。 

リンギット／日本円の換算レートは１リンギット＝２６．９５円で計算しています。 

 

添付別紙：ホンレオングループの概要、タカフルについて 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 Hong Leong MSIG Takaful Berhad 

設立 ２００６年 本社所在地 クアラルンプール 

出資比率 ホンレオン・フィナンシャルグループ ６５％、当社 ３５％（※） 

総資産 ６００百万リンギット（１６７億円、２０１７年６月期） 

収入掛金 
１７０百万リンギット（４５億円、２０１７年６月期） 

うち生命タカフル１１０百万リンギット（約２９億円） 



添付別紙 

 

ホンレオングループの概要、タカフルについて 

 

 

１．ホンレオングループについて 

ホンレオングループは金融・保険業、製造・販売業（窯業・自動車販売等）、不動産業を柱に展開 

する、マレーシアを代表する財閥であり、グループ傘下各社がマレーシアで上場しています。 

２０１０年１０月より当社と戦略的提携を結び、同グループの業界４位の保険会社である生命保険会 

社(Hong Leong Assurance Berhad)は、当社が株式３０％を保有しています。また、当社のマレーシア 

現地法人であるＭＳＩＧマレーシア社（MSIG Insurance (Malaysia)Bhd）には、ホンレオンがその 

株式３０％を保有しています。 

 

２．タカフルについて 

・イスラム圏では、金利や投機等を禁ずるイスラム法（シャリア）に則ったタカフル（相互扶助を趣旨

としたイスラム圏における保険制度）が発達しました。仕組みは共済、相互保険会社に似ており、タ

カフル契約者が提供する掛金（保険料に相当）を基金として運営され、危険差益等が出た場合は、無

事故割引などの形でタカフル契約者に還元されます。 
 

・タカフル事業者は一般的に株式会社であり、① 運営する掛金に対する一定の運営手数料（ワカラ手数

料）、② 運営の成果に基づく成果手数料（ムダラバ）、または③ この両者の組合せを受領する収益

モデルが大半を占めています。 
 

・タカフル事業には、次のような制約が含まれます。 

－ タカフル事業のイスラム法（シャリア）適格性を監視するシャリア諮問委員会を設置すること 

－ 株主資本を契約者勘定の基金から分離すること 

－ 利益を保険契約者に分配することをあらかじめ約定すること 

－ シャリア非適格資産への投資を回避すること 

 

以 上 


